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機能外科治療 A to Z：これまでとこれから（仮）

堀澤士朗プランナー：

●総論：機能神経外科とは

東京女子医科大学脳神経外科

●各論

1．DBS

2．ラジオ波凝固術

3．脊髄硬膜外刺激療法

旭 雄士 金沢脳神経外科病院脳神経外科

5．MRIガイド下集束超音波治療（MRgFUS）

上利 崇 国際医療福祉大学脳神経外科学教室

細見晃一 大阪大学大学院脳神経外科学6．脊髄後根侵入部破壊術（DREZotomy）

7．選択的末梢神経縮小術

8．人工知能とBrain Machine Interface

本特集では、日進月歩である機能神経外科治療に焦点を当てます。所属施設では治療を経験できない若手脳神経外科医にも、

適応疾患や治療の特性、長所・短所、治療効果など、機能外科治療の理解が進むよう、各治療の基礎知識を解説します。また、

機能神経外科治療における最新の動向（デバイスの改良など）を紹介し、若手・ベテランを問わず機能神経外科を専門としていな

い医師にも同治療の将来性を伝え、興味をもってもらう一助とすることを目的とします。

金 吉秀 東京女子医科大学脳神経外科

特 集

平 孝臣 三愛病院脳神経外科

4．バクロフェン髄腔内投与術（ITB療法） 竹林成典 名古屋セントラル病院脳神経外科

前澤 聡 名古屋医療センター脳神経外科

堀澤士朗 東京女子医科大学脳神経外科

森垣龍馬 徳島大学大学院脳神経外科学

読者ターゲット 研修医から第一線の脳神経外科医まで

ＡＤポイント 脳神経外科領域のより有用な情報を「できるだけ早く」提供することを目的としつつ、脳神経外科専門医

の生涯教育のための実用的な手技・知識、斬新かつホットな論文を満載してお届けいたします。

「脳神経外科随想」連載
「専門医に求められる最新の知識」
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